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カ
ー
ス
ト
、
経
済
的
排
除
・
差
別
そ
し
て
貧
困

イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
収
奪

要
　
　
約

ス
カ
デ
オ
・
ソ
ラ
ッ
ト

本
論
文
は
、
カ
ー
ス
ト
に
基
づ
く
経
済
的
排
除
と
、
そ
の
排
除
に
よ
る
低
位
カ
ー
ス
ト
不
可
触
民
（
指
定
カ
ー
ス
ト
、
S
C
あ
る
い
は
ダ
リ
ッ
ト
）
　
の
貧
困
の

結
果
に
つ
い
て
、
理
解
を
発
展
さ
せ
、
排
除
・
差
別
に
対
す
る
イ
ン
ド
政
府
の
戦
略
と
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
政
策
を
論
じ
る
。
第
一
に
、
理
論
的

解
釈
か
ら
入
り
、
排
除
や
差
別
を
伴
う
カ
ー
ス
ト
制
度
の
支
配
原
理
を
論
じ
、
排
除
・
差
別
の
概
念
に
つ
い
て
の
洞
察
を
展
開
す
る
。
第
二
に
、
S
C
の
現
在
の

経
済
的
社
会
的
状
態
を
経
験
的
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
経
済
的
収
奪
に
排
除
と
差
別
が
ど
う
影
響
し
て
い
る
か
を
論
じ
る
。
第
三
に
、
差
別
と
排
除
に
反

対
し
、
経
済
的
社
会
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
行
う
イ
ン
ド
政
府
の
政
策
と
戟
略
を
論
じ
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
洞
察
に
照
ら
し
、
D
F
I
D
が
、
イ
ン
ド
に
お

け
る
社
会
的
排
除
と
貧
困
の
減
少
に
効
果
的
に
取
り
組
み
だ
せ
る
よ
う
提
言
す
る
。
（
＊
訳
註
‥
D
F
I
D
＝
D
e
p
a
r
t
m
e
ロ
t
f
O
r
：
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
D
e
く
e
－
O
p
m
e
n
t

〔
国
際
開
発
省
〕
。
各
地
に
事
務
所
を
置
き
、
貧
困
撲
滅
を
目
的
に
諸
国
を
援
助
す
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
省
。
イ
ン
ド
は
そ
の
主
要
対
象
国
。
）

第
一
部
　
力
－
ス
ト
の
解
釈
と
そ
の
諸
結
果

－
理
論
か
ら
の
洞
察

生
産
組
織
と
分
配
の
制
度
と
し
て
の
カ
ー
ス
ト
は
、
そ
の
本
質

的
形
態
に
お
い
て
独
自
で
他
と
ま
っ
た
く
別
個
の
い
く
つ
か
の
慣

習
的
規
則
と
規
範
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、

カ
ー
ス
ト
に
基
づ
く
経
済
は
、
職
業
　
（
あ
る
い
は
所
有
権
）
　
が
世
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襲
的
、
強
制
的
で
同
カ
ー
ス
ト
内
結
婚
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
る
。
カ
ー
ス
ト
制
度
の
組
織
的
仕
組
み
は
、
各
々
の
個
別
の
カ

ー
ス
ト
の
職
業
や
所
有
権
が
生
ま
れ
や
世
襲
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ

め
決
定
さ
れ
て
い
る
社
会
集
団
（
あ
る
い
は
カ
ー
ス
ト
）
　
に
、
人

び
と
を
分
割
す
る
こ
と
に
基
づ
く
。
カ
ー
ス
ト
を
横
断
し
て
な
さ

れ
る
職
業
や
所
有
権
の
割
当
て
や
分
割
は
不
平
等
で
位
階
制
的
で

あ
る
。
あ
る
職
業
は
そ
れ
に
従
事
す
る
人
び
と
の
低
い
社
会
的
地

位
の
た
め
に
、
社
会
的
に
劣
っ
た
　
（
あ
る
い
は
穣
れ
た
）
　
も
の
と

も
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
カ
ー
ス
ト
経
済
は
、
ヒ
ン
ド

ゥ
教
の
哲
学
的
分
子
か
ら
正
当
化
と
支
持
を
受
け
て
、
社
会
的
オ

ス
ト
ラ
シ
ズ
ム
　
（
社
会
的
経
済
的
処
罰
の
制
度
）
　
の
手
段
を
通
じ

て
維
持
さ
れ
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
　
（
ア
カ
ロ
フ
A
k
e
ユ
O
f
、
一
九

七
六
、
ス
コ
ウ
ヴ
ィ
ル
S
c
O
く
i
－
－
e
、
一
九
九
一
、
ロ
ウ
マ
ー
R
O
m
e
r
、

一
九
八
四
、
ラ
ル
L
a
－
、
一
九
八
八
、
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
A
m
b
e
d
k
a
r
、

一
九
三
六
お
よ
び
一
九
八
七
）
。

こ
の
全
体
的
骨
組
み
に
お
い
て
は
、
「
人
権
」
と
い
う
概
念
は

特
殊
な
意
味
を
帯
び
る
。
他
の
多
く
の
人
間
社
会
と
は
異
な
っ
て
、

カ
ー
ス
ト
制
度
は
個
人
と
そ
の
独
自
性
を
社
会
目
的
の
中
心
と
し

て
認
識
し
な
い
。
実
際
、
権
利
や
義
務
の
目
的
に
つ
い
て
ヒ
ン
ド

ゥ
社
会
の
構
成
単
位
は
個
人
で
は
な
い
の
だ
。
家
族
で
さ
え
も
、

結
婚
や
相
続
の
目
的
に
関
し
て
以
外
は
社
会
の
単
位
と
は
み
な
さ

れ
な
い
。
基
本
の
単
位
は
カ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
個
人
の

権
利
と
特
権
（
あ
る
い
は
権
利
の
欠
如
）
　
は
、
特
定
の
カ
ー
ス
ト

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
彼
・
彼
女
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
に
基
、
づ

く
0

カ
ー
ス
ト
制
度
は
等
級
づ
け
ら
れ
た
位
階
制
に
基
づ
く
。
さ
ま

ざ
ま
な
カ
ー
ス
ト
は
、
高
位
カ
ー
ス
ト
の
権
利
や
特
権
が
低
カ
ー

ス
ト
、
特
に
不
可
触
民
の
不
利
益
に
な
る
と
い
う
仕
方
で
、
お
互

い
に
　
（
権
利
と
義
務
で
）
　
巧
み
に
連
結
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味

で
カ
ー
ス
ト
は
単
数
で
は
存
在
で
き
ず
、
複
数
に
お
い
て
の
み
存

在
で
き
る
の
で
あ
る
。
諸
カ
ー
ス
ト
は
同
じ
カ
ー
ス
ト
の
内
婚
集

団
の
制
度
と
し
て
存
在
す
る
が
、
人
生
の
す
べ
て
の
あ
ゆ
み
に
お

い
て
権
利
と
関
係
の
不
平
等
な
基
準
で
お
互
い
に
連
結
さ
れ
て
い

る
。
秩
序
の
頂
点
に
い
る
諸
カ
ー
ス
ト
は
、
底
辺
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
諸
カ
ー
ス
ト
を
犠
牲
に
し
て
よ
り
多
く
の
権
利
を
享
受
す

る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ー
ス
ト
の
階
層
制
度
の
底
辺
に
あ
る
不
可
触

民
は
ず
っ
と
少
な
い
経
済
的
、
社
会
的
権
利
し
か
持
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
カ
ー
ス
ト
制
度
に
伴
う
「
人
間
性
」
と

い
う
特
殊
な
概
念
　
（
あ
る
い
は
見
方
）
　
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

制
度
の
も
と
で
は
不
可
触
民
は
　
「
劣
っ
た
人
間
」
と
み
な
さ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
に
個
々
の
社
会
的
、
宗
教
的
、
政
治
的
、
経
済
的
な
権

利
も
与
え
ら
れ
ず
、
一
方
高
位
カ
ー
ス
ト
の
バ
ラ
モ
ン
は
　
「
優
れ

た
人
間
」
と
み
な
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
権
利
と
特
権
を
与
え
ら
れ

る
。
（
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
A
m
b
e
d
k
a
r
、
一
九
八
七
、
初
版
）
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・
力
－
ス
ト
に
基
づ
く
排
除
と
差
別
の
概
念

各
カ
ー
ス
ト
の
職
業
と
所
有
権
は
固
定
さ
れ
強
制
的
な
の
で
、

そ
の
こ
と
は
必
然
的
に
あ
る
カ
ー
ス
ト
の
他
力
ー
ス
ト
の
職
業
か

ら
の
強
制
的
排
除
を
伴
う
。
生
ま
れ
に
よ
る
職
業
の
決
定
は
明
ら

か
に
職
業
の
自
由
を
制
限
す
る
が
、
も
し
も
各
カ
ー
ス
ト
に
と
っ

て
合
理
的
な
生
計
源
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
収
奪
や

貧
困
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
不
可
触
民

の
場
合
に
は
肉
体
労
働
や
上
位
の
諸
カ
ー
ス
ト
へ
の
奉
仕
を
除

き
、
す
べ
て
の
生
計
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
る
限
り
に

お
い
て
、
排
除
は
収
奪
を
も
た
ら
す
。
か
れ
ら
の
排
除
は
多
様
で

包
括
的
で
完
壁
で
あ
る
。

近
代
経
済
学
文
献
に
お
け
る
　
「
排
除
と
経
済
的
差
別
」
と
い
う

概
念
は
、
人
種
、
種
族
そ
れ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
し
て
展
開
さ

れ
て
き
た
。
一
般
的
レ
ベ
ル
で
は
、
社
会
的
排
除
は
l
「
個
人
や
集

団
が
、
そ
こ
で
生
活
す
る
社
会
内
で
、
完
全
な
参
加
を
全
体
的
あ

る
い
は
部
分
的
に
排
除
さ
れ
る
過
程
－
こ
の
意
味
で
は
社
会
的
排

除
は
社
会
的
競
合
の
反
対
物
で
あ
る
－
」
と
み
な
さ
れ
る
。
（
デ
・

ハ
ー
ン
d
e
H
a
a
n
、
一
九
九
九
）
。
セ
ン
S
e
ロ
（
二
〇
〇
〇
）
は
ま
た
、

あ
る
人
び
と
が
締
め
出
さ
れ
て
い
る
　
（
少
な
く
と
も
放
っ
て
置
か

れ
た
ま
ま
で
あ
る
）
　
状
態
と
、
非
常
に
不
利
な
条
件
で
あ
る
人
び

と
が
包
含
さ
れ
て
い
る
－
包
含
を
強
制
さ
え
さ
れ
う
る
－
状
態
と

を
区
別
し
、
そ
し
て
二
つ
の
状
態
を
　
（
不
利
な
）
　
排
除
と
不
利
な

包
含
と
記
述
し
た
。
「
不
利
な
包
含
」
、
特
に
不
平
等
な
取
り
扱
い

あ
る
い
は
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
取
り
決
め
を
伴
っ
た
そ
れ
は
、
不

利
な
排
除
と
同
様
の
不
利
な
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
。
こ
の
概
念

は
、
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
近
年
の
経
済
学
的
文
献
で

個
々
に
展
開
さ
れ
た
「
経
済
的
差
別
」
と
い
う
概
念
と
非
常
に
近

い
が
、
こ
の
「
経
済
的
差
別
」
概
念
は
、
労
働
市
場
や
他
の
市
場

で
の
不
平
等
な
取
り
扱
い
を
伴
う
参
加
あ
る
い
は
ア
ク
セ
ス
だ
け

を
認
識
し
た
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
労
働
市
場
に
お
け
る
差
別
は
、
人
種
、
色
、
あ
る

い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
あ
る
い
は
カ
ー
ス
ト
…
の
よ
う
な
非
経
済
的

な
集
団
特
性
に
よ
っ
て
、
雇
用
あ
る
い
は
賃
金
支
払
い
に
お
い
て
、

同
じ
生
産
性
を
持
つ
労
働
者
の
不
平
等
な
取
り
扱
い
を
す
る
状
況

に
該
当
す
る
。
排
除
の
観
点
の
実
際
の
か
か
わ
り
方
は
、
こ
う
し

て
、
収
奪
の
過
程
の
性
質
上
条
件
的
な
の
で
あ
る
。

あ
る
カ
ー
ス
ト
研
究
者
た
ち
は
カ
ー
ス
ト
に
労
働
市
場
と
職
業

差
別
の
概
念
を
適
用
し
て
き
た
　
（
バ
ナ
ジ
ー
お
よ
び
ナ
イ
ト

B
a
n
e
r
j
e
e
 
a
n
d
K
ロ
i
g
h
t
、
一
九
九
一
）
。
人
種
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
文

脈
で
展
開
さ
れ
た
概
念
を
カ
ー
ス
ト
に
適
用
す
る
と
は
い
っ
て

も
、
カ
ー
ス
ト
差
別
の
独
自
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

カ
ー
ス
ト
制
度
の
規
範
的
枠
組
み
は
、
多
様
な
市
場
的
、
非
市
場

的
取
引
き
や
社
会
関
係
に
お
け
る
排
除
や
差
別
を
含
む
。
不
可
触
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民
は
ま
た
不
可
触
民
制
の
慣
行
に
よ
っ
て
社
会
的
な
排
除
の
犠
牲

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
慣
行
は
か
れ
ら
の
差
別
や
排
除
に
付
加
的

な
広
が
り
を
も
た
ら
す
。
こ
う
し
て
排
除
や
差
別
は
、
以
下
の
も

の
を
伴
う
だ
ろ
う
　
（
ソ
ラ
ッ
ト
T
h
O
r
a
t
、
二
〇
〇
二
）
。

（
1
）
　
雇
用
あ
る
い
は
生
産
諸
要
素
（
農
地
や
土
地
以
外
の
資
本

資
産
や
さ
ま
ざ
ま
な
諸
要
素
の
イ
ン
プ
ッ
ト
）
、
消
費
財
、
教
育
や

住
宅
や
健
康
や
　
（
た
と
え
ば
水
や
土
地
な
ど
の
よ
う
な
）
　
共
有
資
産

源
と
い
っ
た
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
売
買
に
お
け
る
、
あ
る
集

団
の
否
定
。

（
2
）
　
請
求
さ
れ
た
り
あ
る
い
は
受
領
し
た
り
す
る
価
格
と
市

場
価
格
の
間
の
相
違
。
こ
れ
は
投
入
資
材
や
消
費
財
の
価
格
、
そ

れ
に
、
労
賃
の
よ
う
な
生
産
諸
要
素
の
価
格
、
土
地
価
格
あ
る
い

は
地
代
、
元
金
に
対
す
る
利
息
、
家
賃
、
ま
た
、
水
や
電
気
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
含
み
う
る
。

（
3
）
　
不
可
触
民
は
ま
た
、
若
干
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
仕
事
へ
の

参
加
　
（
清
掃
人
は
料
理
あ
る
い
は
他
の
家
庭
内
の
仕
事
か
ら
排
除
さ

れ
る
）
　
や
若
干
の
消
費
財
　
（
た
と
え
ば
野
菜
あ
る
い
は
牛
乳
や
類
似

品
目
）
　
の
販
売
か
ら
の
排
除
や
差
別
に
直
面
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

か
れ
ら
の
職
業
と
そ
の
物
理
的
接
触
が
穣
れ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

（
4
）
　
不
可
触
民
は
ま
た
、
道
路
や
寺
院
や
水
や
そ
の
他
の
公

衆
の
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
場
合
に
差
別
や
排
除
に
直
面
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

（
5
）
　
不
可
触
民
制
（
あ
る
い
は
私
に
触
れ
る
な
主
義
）
　
の
観
念

に
よ
る
物
理
的
　
（
あ
る
い
は
居
住
の
）
　
分
離
や
社
会
的
排
除
に
よ

っ
て
、
か
れ
ら
は
、
セ
ン
が
排
除
の
「
構
造
的
関
連
性
」
と
述
べ

た
と
こ
ろ
の
給
体
的
排
除
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
排

除
あ
る
い
は
収
奪
は
そ
れ
自
身
に
お
い
て
本
質
的
に
重
要
な
の
だ

－
「
た
と
え
ば
他
人
と
付
き
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
生
み
出
す
か

も
し
れ
な
い
更
な
る
収
奪
に
加
え
て
、
直
接
に
人
の
生
活
を
貧
し

く
さ
せ
う
る
の
で
あ
る
」
。

差
別
と
排
除
の
諸
結
果

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
、
市
場
が
能
率
的
に
機
能
す
る
と
と
は
、

発
展
過
程
に
お
い
て
中
心
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
経

済
成
長
と
所
得
配
分
に
十
分
な
影
響
を
持
ち
う
る
と
主
張
す
る
。

私
的
経
済
に
お
い
て
は
、
市
場
は
、
人
び
と
が
生
産
諸
要
素
や
雇

用
や
消
費
財
や
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
基

本
的
な
集
団
特
性
に
基
づ
き
、
市
場
取
引
き
で
、
あ
る
集
計
が
排

除
さ
れ
差
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
市
場
の
機
能
不
全
の
重
大
な
ケ
ー

ス
で
あ
る
。
市
場
の
差
別
は
経
済
的
能
率
性
と
所
得
配
分
の
両
方

に
不
利
に
作
用
す
る
。
こ
う
し
て
差
別
は
公
平
性
の
問
題
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
ま
た
経
済
成
長
の
問
題
で
も
あ
る
の
だ
　
（
バ
ー
ザ
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ル
お
よ
び
サ
ボ
ト
B
i
r
d
s
a
亡
a
n
d
S
a
b
O
t
、
一
九
九
一
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
諸
結
果
は
、
排
除
さ
れ
た

集
団
の
所
得
配
分
と
貧
困
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
所
有
権
が
カ

ー
ス
ト
を
横
断
し
て
不
平
等
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
所
得

配
分
が
一
般
的
に
カ
ー
ス
ト
の
線
で
ゆ
が
め
ら
れ
る
。
S
C
へ
の

影
響
は
、
か
れ
ら
が
教
育
を
含
む
所
有
権
へ
の
ア
ク
セ
ス
か
ら
排

除
さ
れ
て
い
る
の
で
、
は
る
か
に
重
大
で
あ
る
。
労
働
の
流
動
性

へ
の
制
限
も
ま
た
S
C
の
失
業
に
つ
な
が
る
。
雇
用
の
再
調
整
を

許
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ー
ス
ト
は
低
カ
ー
ス
ト
の
非
自
発

的
失
業
の
多
く
の
直
接
原
因
と
な
る
（
ア
ン
ベ
ド
カ
ル
A
m
b
e
d
k
胃
、

一
九
八
七
、
ア
カ
ロ
フ
A
k
e
r
－
O
f
、
一
九
八
〇
）
。

労
働
市
場
の
差
別
は
、
会
社
や
経
済
の
間
で
労
働
力
の
最
適
で

な
い
割
当
て
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
成
長
を
低
下
さ
せ
る
。

自
ら
を
差
別
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
気
づ
く
労
働
者
の
、
仕
事
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
や
努
力
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た

差
別
さ
れ
た
集
団
に
よ
る
人
的
資
本
の
投
資
規
模
の
減
少
や
こ
の

投
資
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
そ
う
な
る
の
で
あ
る
　
（
バ
ー
ザ
ル
お

よ
び
サ
ボ
ト
B
i
r
d
s
a
ニ
a
ロ
d
S
a
b
O
t
、
一
九
九
一
）
。

そ
の
上
に
、
あ
る
カ
ー
ス
ト
の
職
業
は
穣
れ
て
お
り
、
ま
た
社

会
的
に
低
い
と
み
な
さ
れ
る
。
人
び
と
は
、
そ
の
カ
ー
ス
ト
の
出

自
に
よ
り
こ
れ
ら
の
職
業
を
強
制
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
仕
事
の
満

足
感
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
職
業
は
か
れ
ら

に
、
絶
え
ず
そ
の
能
率
性
に
も
影
響
す
る
よ
う
な
嫌
悪
感
、
悪
意

そ
れ
に
忌
避
願
望
を
誘
発
す
る
。

最
後
に
、
差
別
と
排
除
は
、
集
団
間
の
現
今
の
不
平
等
性
を
悪

化
さ
せ
、
世
代
を
横
断
し
て
そ
の
永
続
化
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
紛
争
を
促
進
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
資
源
、

所
得
そ
れ
に
人
的
開
発
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
カ
ー
ス
ト
に
基

、
づ
く
差
別
は
、
下
位
集
団
の
市
民
的
、
政
治
的
側
面
に
お
け
る
差

別
と
同
様
に
、
紛
争
の
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。

差
別
と
排
除
に
対
す
る
救
済
策

こ
う
し
て
、
経
済
的
差
別
を
減
ら
す
こ
と
は
、
経
済
成
長
を
増

大
さ
せ
、
集
団
間
の
不
平
等
と
貧
困
を
減
ら
し
、
そ
し
て
ま
た
紛

争
の
可
能
性
を
極
小
化
す
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
の
で
、
実
行
に

値
す
る
戟
略
で
あ
る
。
経
済
理
論
家
の
一
部
が
論
じ
る
の
は
、
高

度
に
競
争
的
な
市
場
で
は
、
会
社
・
雇
用
者
に
は
利
潤
の
低
下
を

結
果
す
る
差
別
関
連
コ
ス
ト
が
あ
る
の
で
、
差
別
は
一
時
的
現
象

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
他
の
人
び
と
の
所
見
で
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
で
市

場
の
差
別
は
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ

な
ら
す
べ
て
の
市
場
が
高
度
に
競
争
的
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
独

占
権
力
は
発
展
し
た
経
済
に
お
い
て
も
発
展
途
上
の
経
済
に
お
い

て
も
両
方
の
ま
っ
た
く
重
要
な
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
。
競
争
的
市

部落解放研究N山612004．12



48

場
に
お
い
て
さ
え
も
、
も
し
す
べ
て
の
会
社
が
差
別
を
行
う
な
ら

ば
差
別
は
生
き
な
が
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
差
別

を
是
正
す
る
に
は
、
市
場
競
争
の
改
良
と
、
市
場
の
機
能
不
全
を

克
服
す
る
た
め
の
直
接
的
手
段
と
の
両
方
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ

は
、
排
除
と
差
別
か
ら
の
保
護
を
与
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
場
や
非
市
場
的
取
引
き
に
お
い
て
国
家
の
介
入
を
要
求
す
る
。

そ
れ
は
ま
た
、
過
去
に
お
け
る
排
除
と
差
別
に
よ
っ
て
非
常
に
不

完
全
に
克
っ
て
い
る
人
的
資
本
を
含
む
、
固
定
資
本
資
産
の
所
有

を
改
良
す
る
た
め
の
戟
略
を
要
請
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
過
去
の
排
除

に
対
す
る
賠
償
あ
る
い
は
補
償
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
が
、
救

済
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
顕
著
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
部
　
指
定
力
－
ス
ト
の
経
済
状
態

こ
う
し
て
、
カ
ー
ス
ト
経
済
は
、
多
く
の
分
野
に
お
い
て
低
カ

ー
ス
ト
不
可
触
民
　
（
あ
る
い
は
指
定
カ
ー
ス
ト
）
　
の
排
除
や
ま
た

高
水
準
の
経
済
的
収
奪
と
貧
困
を
伴
う
の
で
あ
る
。
公
的
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
S
C
の
社
会
－
経
済
的
状
態
に
つ
い
て

簡
単
な
ス
ケ
ッ
チ
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
職
業
、
農
地
の
所

有
お
よ
び
土
地
以
外
の
資
本
資
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
教
育
と
健
康
、

雇
用
と
貧
困
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

S
C
は
、
一
九
九
一
年
の
イ
ン
ド
人
口
の
約
一
七
％
　
（
一
億
三

八
二
〇
万
人
に
相
当
）
　
を
構
成
す
る
　
（
二
〇
〇
一
年
の
概
算
で
は
こ

の
数
字
は
一
八
％
）
。
八
一
％
が
農
村
部
に
住
み
、
国
中
に
広
が
っ

て
い
る
。

職
業
の
パ
タ
ー
ン

職
業
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
S
C
世
帯
の
所
得
源
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
把
握
し
て
い
る
。
N
S
S
は
自
営
や
貨
労
働
の
世
帯

の
比
率
に
つ
い
て
、
経
済
活
動
あ
る
い
は
職
業
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
る
。
前
者
は
農
地
や
土
地
以
外
の
資
本
資
産
　
（
そ

れ
ら
か
ら
歴
史
的
に
S
C
は
締
め
出
さ
れ
て
き
た
）
　
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
手
段
で
あ
る
一
方
、
後
者
は
賃
労
働
と
い
う
伝
統
的
職
業
へ
の

継
続
的
依
存
を
示
す
（
表
1
）
。

＊
訳
註
‥
N
S
S
＝
N
a
t
i
O
n
a
－
S
a
m
p
－
e
S
u
r
＜
e
y
（
全
国
標
本
調

査
）
、
イ
ン
ド
政
府
の
統
計
局
（
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
O
f
S
t
a
t
i
s
t
i
c
s
）

内
の
N
a
t
i
O
ロ
a
－
S
a
m
p
－
e
S
u
r
v
e
y
 
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
O
ロ
（
N
S
S
O
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
調
査
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
農
村
部
の
S
C
世
帯
全
体
の
一
六
．
・
四
％

が
独
立
の
　
（
自
営
の
）
　
職
業
と
し
て
耕
作
に
従
事
し
て
い
た
。
一

二
・
〇
％
が
あ
る
種
の
非
農
業
自
営
活
動
（
あ
る
い
は
ビ
ジ
ネ
ス
）

に
従
事
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
農
村
部
で
は
、
S
C
世
帯
の
約
二

八
％
が
固
定
資
本
資
産
（
農
地
お
よ
び
土
地
以
外
の
資
産
）
　
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
い
く
ら
か
獲
得
し
て
い
た
。
こ
れ
は
一
般
の
世
帯
（
非
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j
C
・
S
T
（
指
定
部
族
）
世
帯
）
　
の
約
五
六
％
に
比
べ
て
依
然
と

し
て
非
常
に
低
い
率
で
あ
る
。
都
市
部
で
も
、
一
般
世
帯
（
三
五
・

五
％
）
　
に
比
べ
て
S
C
の
資
本
資
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
低
い
　
（
二

七
・
三
％
）
　
（
表
1
）
。

固
定
資
本
資
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
十
分
な
の
で
、
S
C
世
帯

の
肉
体
賃
労
働
へ
の
依
存
度
は
特
に
高
い
も
の
に
な
る
。
二
〇
〇

〇
年
に
は
、
賃
労
働
世
帯
は
農
村
部
の
す
べ
て
の
S
C
世
帯
の
六

一
・
四
％
、
都
市
部
で
二
六
・
五
％
の
割
合
を
占
め
た
が
、
比
較

す
る
と
一
般
世
帯
で
は
二
五
・
三
％
と
七
・
四
％
で
あ
る
。
都
市

部
で
は
、
S
C
世
帯
の
三
人
％
が
ま
た
正
規
の
賃
金
お
よ
び
給
与

を
も
ら
う
仕
事
に
依
存
し
て
い
る
　
（
表
1
）
。
こ
う
し
て
農
村
部

の
S
C
世
帯
の
約
六
一
％
、
都
市
部
の
六
四
％
が
賃
雇
用
に
依
存

し
続
け
て
お
り
、
ま
た
二
七
～
二
八
％
だ
け
が
固
定
資
本
資
産
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
い
く
ら
か
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

が
見
る
よ
う
に
、
後
者
は
、
三
分
の
一
に
近
い
と
は
い
え
固
定
資

本
資
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
小

さ
な
周
縁
農
民
や
小
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
者
で
あ
る
。

農
村
部
に
お
け
る
S
C
の
農
地
所
有
に
関
す
る
情
報
は
、
農
村

部
の
S
C
世
帯
の
自
営
耕
作
者
が
低
率
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

洞
察
を
い
く
ら
か
与
え
て
く
れ
る
。
一
九
九
二
年
に
は
、
S
C
世

帯
の
約
一
三
％
が
土
地
を
持
た
ず
、
八
七
％
が
い
く
ら
か
の
土
地

を
持
っ
て
い
た
。
後
者
　
（
す
な
わ
ち
土
地
所
有
世
帯
）
　
の
う
ち
約

五
六
％
が
一
エ
ー
カ
ー
未
満
　
（
そ
の
四
七
・
五
〇
％
が
半
エ
ー
カ
ー

未
満
の
所
有
）
　
の
所
有
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
土
地
の
な
い
者
と
ほ

と
ん
ど
土
地
を
持
た
な
い
者
（
一
エ
ー
カ
ー
未
満
を
所
有
す
る
者
）

が
、
一
九
九
二
年
に
お
い
て
S
C
世
帯
全
体
の
約
七
〇
％
を
占
め

て
い
る
。
も
っ
と
最
近
、
一
九
九
九
年
の
も
う
ひ
と
つ
の
典
拠
、

す
な
わ
ち
N
S
S
雇
用
調
査
か
ら
の
証
拠
で
は
、
S
C
間
の
土
地

を
持
た
な
い
者
と
ほ
と
ん
ど
土
地
を
持
た
な
い
者
の
数
字
は
九
〇

％
近
か
っ
た
　
（
表
2
）
。

雇
用
・
失
業

農
村
お
よ
び
都
市
部
の
S
C
労
働
者
の
六
〇
％
以
上
が
賃
雇
用

に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
か
れ
ら
の
所
得
は
、
日
雇
い
ま
た
は
定

雇
用
の
雇
用
と
賃
金
所
得
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
S

C
労
働
者
は
労
働
市
場
に
お
け
る
雇
用
と
賃
金
所
得
の
両
方
に
お

い
て
差
別
を
こ
う
む
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
九
九
九
～

二
〇
〇
〇
年
の
雇
用
に
関
す
る
N
S
S
デ
ー
タ
は
、
S
C
労
働
者

が
低
雇
用
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
通
常
の
主
た

る
状
況
　
（
そ
れ
は
隠
し
だ
て
の
な
い
雇
用
・
失
業
を
把
握
す
る
）
　
に

基
づ
く
雇
用
率
の
相
違
は
、
S
C
と
一
般
と
の
間
で
大
き
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
雇
用
労
働
者
の
不
完
全
雇
用
を
捉
え
る
日
の
状

況
　
（
C
D
S
）
　
に
基
、
づ
い
た
雇
用
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
相
違
が

生
じ
る
。
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
で
は
、
農
村
部
の
S
C
の
男
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1999－00

1
　
8
　
9
　
0
　
3
　
3
　
7

L
　
4
　
5
　
9
　
6
　
5
　
8

4
　
1
　
5
　
1
　
　
　
　
2
　
1

5
　
5
　
4
　
5

5
　
6
　
7
　
0

3
　
4
　
　
　
　
1

4
　
0
　
4
　
4
　
0
　
4
　
2

6
　
2
　
8
　
L
 
O
　
⊥
　
0

1
　
1
　
2
　
5
　
1
　
6
　
1

3
　
6
　
5
　
5

7
　
7
　
6
　
8

2
　
3
　
2

2
9
1
7
7
4
2

4
2
1
3
．
弘
2
2
6
2
9
1
4
．

5
　
1
　
7
　
5

0
　
ュ
　
5
　
2

5
　
3
　
0
　
1
h

3
　
4
　
1
　
1

1993－94

2
　
2
　
9
　
　
　
　
2
　
8
　
7

1
J
　
3
　
4
　
6
　
2
　
2
　
6

9
　
0
　
9
　
0
　
0
　
0
　
9

1
　
1
　
2
　
5
　
1
　
6

鴨
2
7
9
6
6
7

4
　
9
　
9
　
9

2
　
3
　
2

表1職業のパターン：SCと一般（％）

1987－88

職業のカテゴリー

SC　　　一般

3

　

8

　

1

ユ

2

　

7

　

－

J

　

5

3
　
3
　
7
　
3
　
9
　
1
　
1

4
　
1
　
5
　
2
　
0
　
3
　
1

3
5
45
1
0
0
9

洲

0

8

7

4

1

9

は
1
1
．
2
9
．
5
1
．
1
⊥
弧
帆

0
　
4
　
0
　
5

8
　
9
　
6
　
8

2
　
3
　
2
　
0

農村

自営・農業

自営・非農業

自営（捻計）

賃労働■農業

賃労働・非農業

農村賃労働総計

その他

都市

自営

正規の賃金・給与

臨時労働

その他の賃金

出典：NSSEnployment／UnemploymentSurvey，1987，88and1993－94CSO，Delhi

SC＝指定カースト：一般＝非SC・ST（指定カーストと指定部族を除く）

表2　SC内の土地なしおよびそれに近い世帯の割合（農村世帯全体
に対する％）全インド

土地なし　半エーカー半エーカー～11エーカー土地なしおよび

未満　　　エーカー未満　未満　　　1エーカー未満

1982　　　12．62　　　　47．97　　　　　9．53　　　　57．説）　　　　　70．12

1992　　　13．34　　　　47．50　　　　　8．89　　　　56．39　　　　　　69．73

1999　　　10．0　　　　65．0　　　　1屯7　　　　79．7　　　　　　89．7

出典二五guresfor1982and1992arebasedonNSSlandholdingsurvey，and

1999－Employment／UnemploymentSueveyNSS

性
労
働
者
に
つ
い
て
C
D
S
雇
用
率
は
四

六
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
比
べ
る
と

一
般
の
男
性
労
働
者
に
つ
い
て
は
四
七
・
六

〇
％
だ
っ
た
。
同
様
に
都
市
部
の
S
C
労
働

者
の
C
D
S
雇
用
率
は
四
五
・
八
％
だ
が
、

こ
れ
に
比
べ
て
一
般
の
世
帯
は
四
九
・
九
％

だ
っ
た
　
（
表
4
）
。
S
C
と
一
般
と
の
間
の

不
均
衡
が
失
業
率
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
農
村
お
よ
び
都
市
部
で
は
S
C
（
男
）

の
C
D
S
に
基
づ
く
失
業
率
は
そ
れ
ぞ
れ

五
・
〇
％
と
五
・
二
％
、
こ
れ
に
比
べ
て
一

般
の
労
働
者
は
と
も
に
三
・
五
％
で
あ
る

（
表
5
お
よ
び
表
6
）
。

＊
訳
註
‥
「
通
常
の
主
た
る
状
況
」
（
u
s
u
a
－

p
r
i
n
c
i
p
a
－
s
t
a
t
u
s
）
。
「
通
常
の
」
状
況
と

は
、
調
査
に
先
立
つ
三
六
五
日
間
の
主
要

な
就
労
状
況
を
示
し
、
「
主
た
る
」
状
況

と
は
、
そ
の
期
間
に
複
数
の
就
労
が
あ
っ

た
場
合
の
主
た
る
就
労
を
示
す
。
ま
た
、

「
日
の
状
況
」
（
c
u
r
r
e
n
t
d
a
i
－
y
s
t
a
t
u
s
）

と
は
、
調
査
の
前
の
一
日
の
就
労
状
況
を

示
す
。
「
通
常
の
　
（
主
た
る
）
　
状
況
」
「
週
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表4　雇用率1999－2000年　全インド

男

農村
通常の主たる（就労）状況
通常の主たる（就労）と補助的（就労）
過
日（CDS）

都市
通常の主たる（就労）状況
通常の主たる（就労）と補助的（就労）
週

日（CDS）

4
1
5
2

52
㍊
5
0
4
6

R
U
3
6
8

9

0

8

5

4
5
4
　
4

女
2
5
・5
3
2
・

5
2
7
・

0
2
1
・

2

2

5

7

0

5

8

6

4

1
　
1
　
1
　
1

男
5

0
・
9
52
・
0
弧
4
7
・

6

4

8

3

9

1
⊥
1
」
1
9

5

5

5

4

女

5

・5

2

・

3

9

・

1

4

・

9

1

2

1

1

0

8

0

9

9

0

0

8

1
　
1

S C

出典：Employment／UnemploymentSurvey，1999－2000

表5　農村部における失業率（5歳以上）

通常の主
たる（就
労）状況

男

主たる（就　週の　日の
労）と補助　状況　状況
的（就労）

の
況

日
状

の
況

週
状

就
助
）

女
（
補
労

る
と
就

た
）
（

主
労
的

主
就
況

の
（
状

常
る
）

通
た
労

SC

1999－2（X氾

1993－94

1987－88

1983

1977－78

一般

1999－2㈱
1993－94

1987－88

1983

1977－78

0

0

0

0

0

2

9

3

1

1

1

0

，

⊥

⊥

l

ん

0

0

0

0

7

6
2
　
7
3
5

1
　
1
　
1
　
1
　
1

伽
一6
0
朋
．
76
0
0

1
0
0
0
0

．2
0
朋
1
〇
．9
0
伽

1
0
1
⊥
1
0

0030

「
ユ
A
L

餌
9
0

（
乙
L

6
3

1
　
7

7
∵
h

2
3

2
9

（
ユ
つ
L

2．50　　3．50

1．60　　2．70

2ユ5　　4．03

2．15　　3．90

0

0

0

0

0

3

3

4

4

2

0

0

1

0

2

劇

劇

朋

43

盟

0

0

0

0

1

ん

讐

⊥

10

0

・

2

3

川

出典：NSSEmployment／UnemploymentSurveyofvariousRound，NSSO，Delhi

表6　都市部における失業率（5歳以上）

通常の主
たる（就
労）状況

男

主たる（就　過の　日の
労）と補助　状況　状況
的（就労）

SC
1999－2㈱
1993－94

1987－a8

1983

1977－78

一般

1999－2（犯0

1993－94

1987－a8

1983

1977－78

竺

一

二

　

川

一

一

．7

．6

0

部

一

2

0

4

0

2

2

3

3

3

0

0

0

0

0

「
つ
4
‥
っ
〕
1
⊥
3

2

2

3

3

3

5

・

2

用

一

7

・

2

0

7

・

3

7

誌

品

摘

3

・

50

讐

5

・3

5

5

・

3

5

M

2

・

7

〇

一

㌶4

l
　
1
　
　
　
2
　
1

．1
0
伽

2
2

0
0
1
0

2300

つ
L
4
山

6
0

1

⊥

q

〟

1
・
4
0
Ⅲ
一
1
・

7
2
0
・

9
7

諾
品
0
・

9
7

の
況

日
状

の
況

週
状

就
助
）

女
（
補
労

る
と
就

た
）
（

主
労
的

主
就
況

の
（
状

常
る
）

通
た
労

旭
一
一
二

朗

0

0

．
1〇

．8

〇

．
40

0

0

1

0

3

馴

1〇

．2

0

馴

．
6

0

〇

一

L

1

0

2

注：SC＝指定カースト、一般＝非SC・ST

出典：NSSEmployment／UnemploymentReports32nd，38th，43rd．50thRound

部落解放研究恥1612004．12

1
・
2
0
用
一
1
・
70
相
川
竺
認

0
・
70
讐
1
・
2
0
1
・

10
1
・

10
空
洞
M
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の
状
況
」
「
日
の
状
況
」
な
ど
に
区
分
し
て
表
示
さ
れ
る
。

賃
金
所
得
に
関
す
る
N
S
S
デ
ー
タ
は
S
C
の
賃
労
働
と
一
般

の
労
働
と
の
不
均
衡
を
示
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
九
～
二
〇

〇
〇
年
に
は
、
S
C
労
働
者
の
平
均
週
賃
金
所
得
（
一
九
九
三
～

九
四
年
の
価
格
で
）
　
は
一
七
四
・
五
〇
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
に
比
べ
て
一
般
の
労
働
者
は
一
九
七
・
〇
五
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た

（
デ
ゥ
ビ
D
u
b
y
、
二
〇
〇
三
、
D
F
I
D
　
〔
国
際
開
発
省
〕
研
究
に
よ

る
概
算
）
。

貧
困

高
率
の
不
完
全
雇
用
と
低
賃
金
所
得
と
に
関
連
し
た
賃
労
働
が

高
い
率
で
あ
る
た
め
に
、
S
C
世
帯
は
低
所
得
と
高
度
の
貧
困
率

と
い
う
犠
牲
を
こ
う
む
る
。
こ
の
こ
と
は
消
費
支
出
の
臨
界
的
最

小
限
水
準
、
い
わ
ゆ
る
貧
困
線
以
下
に
陥
る
人
び
と
の
比
率
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
に
、
農
村
部
で
S
C

の
約
三
五
・
四
三
％
が
貧
困
線
以
下
だ
っ
た
が
、
こ
れ
と
比
べ
て

一
般
で
は
ニ
ー
一
四
％
で
あ
っ
た
　
（
表
7
）
。
都
市
部
で
は
、

格
差
は
S
C
の
三
九
％
強
に
対
し
て
一
般
で
は
わ
ず
か
一
五
％
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

世
帯
の
タ
イ
プ
あ
る
い
は
職
業
集
団
を
横
断
す
る
貧
困
率
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
著
し
い
。
一
九
九
三
～
九
四
年
に
は
、
S
C
の

貧
困
率
は
農
業
労
働
の
間
で
六
〇
・
〇
〇
％
で
あ
り
、
そ
れ
に
続

い
て
非
農
業
労
働
の
間
の
四
一
・
四
四
％
で
あ
っ
た
。
貧
困
率
水

準
が
相
対
的
に
低
い
の
は
、
農
業
で
自
営
業
に
従
事
す
る
人
び
と

（
三
七
・
七
〇
％
）
と
非
農
業
セ
ク
タ
ー
で
自
営
業
に
従
事
す
る
人

び
と
で
あ
っ
た
（
三
人
・
一
九
％
）
。
貧
し
い
S
C
の
世
帯
を
こ
う

し
た
集
団
で
代
表
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
都
市
部
で
は
S

C
の
臨
時
労
働
の
間
で
貧
困
の
発
生
率
は
驚
く
ほ
ど
高
か
っ
た

（
六
九
・
四
人
％
）
。
貧
困
は
自
営
世
帯
間
で
も
ま
た
高
い
（
五
四
・

六
〇
％
）
。
農
業
と
非
農
業
で
自
営
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
れ
ら

S
C
間
で
の
貧
困
の
高
度
な
発
生
率
は
、
か
れ
ら
が
通
常
小
農
場

と
低
所
得
の
小
ビ
ジ
ネ
ス
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
　
（
表

8
）
。
も
っ
と
近
年
の
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
の
一
人
あ
た

り
月
別
支
出
　
（
M
P
C
E
）
　
に
関
す
る
最
近
の
デ
ー
タ
も
ま
た
、

ふ
た
つ
の
集
団
の
間
の
不
均
衡
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
特

に
す
べ
て
の
世
帯
の
タ
イ
プ
で
、
S
C
の
一
人
あ
た
り
月
別
支
出

は
一
般
の
世
帯
よ
り
も
低
か
っ
た
の
で
あ
る
　
（
表
9
）
。

教
育
と
健
康
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

S
C
は
、
所
有
権
に
加
え
て
教
育
権
を
否
定
さ
れ
て
き
た
。
か

れ
ら
と
一
般
と
の
間
に
は
識
字
率
と
教
育
水
準
に
お
い
て
大
き
な

格
差
が
存
在
す
る
。
学
校
に
お
け
る
高
い
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
率
、

教
育
の
質
の
貧
弱
さ
、
教
育
に
お
け
る
差
別
は
、
S
C
が
直
面
す

る
教
育
問
題
の
一
部
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
（
デ
ー
タ
の
利
用
で
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表7　農村部における貧困社会集団1993年および1999－2000年（％）

ー
フ

ドン

州
ア
マデ ヤイ

オリッサ
西べ
給計

州
ア
マ
オ
西
紀

ユ
ユ

シ
シ

デ
デ

ー
フ
一
フ

プ
プ

トン
ル
イ

ガ
全

ン
（

ンドラ・プラデシュ

デ
リ
ベ
計

イヤ・プラデシュ

Mン
ル
イ

サ
ガ
全

ツ

ン

（

1993－94年
ST SC

26．94　　26．01

59．59　　47．92

71．31　49．84

62．09　　46．03

47．05　　48．31

変化1993－1999年

般
．7
9
4
6
1

6
日
19

一
u
2
7
40
3
5
3
1

ST SC　　一般

－2．39　　－6．11　－6．22

－0．67　　－3．03　　－3．18

0．42　　0．82　　－2．85

－3．23　　－4．10　　－3．34

－0．96　　－4．44　　－5．37

認
㍊
㌶
鍋
蓋
莞
4
・

8
2

一
一
一
一

1999－2000年

ST SC　　一般
23．07　16．47　　　7．39

57．19　　39…22　　22．22

73．1　　52．30　　33．29

50．05　　34．91　2842

44．33　　35．43　　21．14

出典：DubyandArjan．estimates－2003．

表8　各社会集団の世帯タイプによる箕困線以下の人びとの割合（％）

農村

S C

一般

S C

一般

都市

S C

一般

S C

自営・農業
87－鎚年　93－鋸年

41．21　　37．70

25．57　　25．57

その他の労働
87一朗年　93一別年

29．98　　29．（X）

自営・非農業
87－槌年　93一別年

41．6　　　38．19

31．42　　29．49

全体
87一鉾年　93一別年

50．07　　48．14

19．26　　20．19　　34．37　　31．29

自営　　　　　正規サービス

一
難
闇
㍊
㍊

農業労働　　　　非農業労働
87一鉢年　93－94年　87－鎚年　93一別年

59．77　　60．（犯　　46．49　　41．44
53．30　　52．34　　34．45　　35．59

臨時労働
・賃金所得者

87－槌年　93－鋸年　87－銘年　93一朗年　87一弘年　93一弘年
61．48　　三強．60　　43，69　　35．28　　73．45　　69．48

33．60　　33．朗　　25．26　　19．04　　70．1　　60．60

その他　　　　　　　　　全体
87一鉢年　93一鋸年　87一路年　93－94年

56．84　　45．00　　56．84　　49．90

一般　　　　　　32．21　26．06　　37．21　29．66

出典：BasedonConsumptionExpenditureSurvey，NSSO，1987－88and1993－94．

表9　社会集団、世帯タイプ別に分類された農村世帯の平均MPCE（ルピー）
1999－2000年

農村
世帯のタイプ

自営・農業
農業労働
その他の労働
自営・非農業
その他の世帯
全世帯

都市
世帯のタイプ

自営
正規の賃金・給料
臨時労働
その他の世帯
全世帯

諸社会集団の世帯の平均MPCE（ルピー）
SC OBC＊　　　一般

435．46

378．31

438．09

442．22

581．87

418．51

495．09

397．08

496．18

488．02

591．23

473．65

557．19

419．35

554．31

602．81

733．68

577．22

諸社会集団の世帯の平均MPCE（ルピー）
SC OBC＊　　　　一般

542．68　　　　674．97　　　　953．00

754．69　　　　859．34　　　1101．05

463．58　　　　608．23　　　　三強8，65

649．49　　　　860．69　　　1207．74

608．79　　　　734．a3　　　1004．75

出典：NSS．ConsumptionExpenditureSurvey55thRound－1999－2000
＊訳註：OBC＝OthreBackwardClasses（その他の後進諸階級）

部落解放研究N山612∝旭．12

全体

全体

502．28

385．98

482．74

519．53

652．05

485．88

812．96

981．49

540．66

1030．82

8≡沌．70
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き
る
最
近
の
国
勢
調
査
年
）
に
お
い
て
、
S
C
の
識
字
率
は
約
三

七
％
で
、
こ
れ
に
比
べ
て
非
S
C
・
S
T
で
は
約
五
八
％
で
あ
っ

た
（
表
1
0
）
。
識
字
率
は
特
に
女
性
の
間
で
低
く
（
二
三
％
）
、
一

般
の
女
性
と
比
べ
て
二
分
の
一
で
あ
っ
た
。
学
校
出
席
率
は
一
般

の
少
年
よ
り
も
S
C
の
少
年
の
間
で
は
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
低
く
、

他
方
少
女
の
間
で
は
相
違
は
約
五
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
多
く
の
研

究
は
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
学
枚
に
お
け
る
差
別
を
記
述
し

た
（
ナ
ン
ピ
ッ
サ
ン
お
よ
び
セ
ド
ワ
ル
N
a
m
b
i
s
s
a
n
a
邑
S
e
d
w
a
－
）
。

一
九
九
人
～
九
九
年
の
全
国
家
族
健
康
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
く

証
拠
は
、
健
康
状
態
お
よ
び
健
康
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お

け
る
S
C
と
一
般
と
の
間
の
大
き
な
格
差
を
明
ら
か
に
し
た
（
表

u
、
表
1

2
、
表
1

3
）
。
早
婚
と
多
産
が
S
C
の
人
び
と
の
特
色
で
あ

っ
た
。
か
れ
ら
と
一
般
の
間
の
合
計
特
殊
出
生
率
に
お
け
る
差
は

一
年
以
上
の
違
い
で
あ
る
。
S
C
女
性
が
何
ら
か
の
方
法
を
用
い

た
り
、
家
族
計
画
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
に
ふ
れ
た

り
す
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
も
比
較
的
低
い
。
S
C
の
乳
児
死
亡
率

（
八
三
・
〇
〇
‰
）
や
幼
児
死
亡
率
（
三
九
・
五
‰
）
は
、
一
般
の
、

そ
れ
ぞ
れ
六
一
・
八
‰
と
二
二
・
二
‰
よ
り
も
高
い
。

一
九
九
人
～
九
九
年
に
少
な
く
と
も
S
C
女
性
の
五
六
％
が
貧

血
症
に
か
か
っ
た
。
S
C
女
性
の
出
産
の
七
〇
％
以
上
は
家
庭
で

行
わ
れ
、
五
分
の
一
だ
け
し
か
施
設
で
行
わ
れ
ず
、
四
〇
％
弱
は

が
T
B
A
（
村
の
D
i
a
）
に
よ
っ
て
出
産
し
て
い
る
。

＊
訳
註
‥
T
B
A
＝
T
r
a
d
i
t
i
O
ロ
a
】
B
i
r
t
h
 
A
t
t
e
已
a
n
t
（
伝
続
的

産
婆
）
。
D
i
a
は
村
落
レ
ベ
ル
の
一
種
の
ヘ
ル
ス
・
ワ
ー
カ
ー
で

あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
疾
病
率
は
高
く
、
S
C
の
子
ど
も
の
四
分
の
三

以
上
が
貧
血
症
で
、
三
割
が
熱
病
に
か
か
り
、
そ
し
て
別
の
四
割

が
A
R
I
と
下
痢
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い
た
。
S
C
の
子
ど
も
た

ち
の
栄
養
失
調
や
栄
養
不
良
の
割
合
は
高
く
、
そ
の
半
分
以
上
が

こ
の
間
題
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
S
C
の
高
い
疾
病
率
と

そ
の
子
ど
も
の
死
亡
率
は
、
貧
困
や
教
育
状
態
の
低
さ
や
健
康
サ

ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
差
別
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。
非
識
字
率
の
高
さ
や
貧
困
差
別
は
公
的
な
健
康
サ
ー
ビ
ス
を

要
求
し
利
用
す
る
と
い
う
S
C
の
能
力
を
減
じ
て
い
る
。

＊
訳
註
‥
A
R
I
＝
A
c
u
t
e
R
e
s
p
i
r
a
t
O
r
y
：
n
f
e
c
t
i
O
ロ
S
（
急
性

呼
吸
器
伝
染
病
）

不
可
触
賎
民
制
と
残
虐
行
為

わ
れ
わ
れ
は
、
今
や
不
可
触
民
制
の
慣
行
、
公
衆
の
行
動
領
域

に
お
け
る
差
別
、
一
九
五
五
年
市
民
権
保
護
法
や
一
九
八
九
年
残

虐
行
為
阻
止
法
の
も
と
で
扱
わ
れ
た
残
虐
行
為
に
特
に
言
及
し

て
、
S
C
の
社
会
的
に
不
利
な
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
市
民
権

の
侵
犯
は
、
井
戸
や
水
道
栓
の
よ
う
な
公
衆
の
利
用
す
る
水
、
寺

院
、
喫
茶
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
共
同
浴
場
、
道
路
お
よ
び
他
の
社
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表10　SCおよび一飯の識字率

1961年1971年1981年1991年　2（氾1年

全体（SC・STを含む）
非SC・ST
SC

SCと非SC・STコミュニ

ティの識字率の格差

出典：PopulationCensus

24．（カ　　29．45　　36．23

27．91　33．80　　41．30

10．27　14．67　　21．38

17．64　19．13　19．92

表11乳幼児死亡率－1998－99年（‰）

1．乳児死亡率

2．幼児死亡率

SC OBC

1998－99　　1998－99

83．00　　　　76．00

（88．0）　（82）

39．5　　　　29．（泊

3．五歳未満児死亡率　　119　　　103

出典：NationalFamilyHealthSurvey－1998－99

カツコ内の数字は農村部における幼児死亡率を示す。

訳註：いずれも出生1（X旧あたり死亡数

表12　疾病率－1998－99年（％）

1．以下の流行

（i）ARI

（ii）熱病

（iii）下痢

2．貧血症の子ども
3．予防接種をした子ども

4．子ども時の予防接種の出どころが
公的医療サービス

5．公的健康施設による下痢の治療

6．年齢に比べての体重

（i）－3SD以下

（ii）一2SD以下

出典：NFBS－1998－1999

表13　女性の健康－1998－99年（％）

52．21　65．38

57，69

37．41

20．28

一般

1998－99

61．8

（69）

22．2

82

年般
一
9
9

一
％

9

1

年B
C
瀾

0
舗

9

1

‥
、
‥
…
…

9

9

1
6

　

■

4

　

8

　

3

9
　
9
　
9
　
8

1
　
2
　
1
　
7

8
7
　
糾
　
2
1
弘

1．貧血症の女性

2．出産前検診を受けた女性

3．破傷風予防接種を受けた女性

4，家庭での出産

5．出産時の援助

（a）TAB（Dia）から

（b）公的健康サービスから

6．出産後検診（2カ月以内）

出典：NationalFamilyHealthSurvey－1998－99

部落解放研究NG1612004．12

2
　
　
6

2

　

5

J
．
1
．
3
0
0

9
8
8
2

1
2
1
7

0
　
　
8

3
　
　
3

8
　
　
6

03

　

3

8

　

7

1

　

4

0

　

0

7

　

4

　

1

一

7

8
　
0
　
9
　
2

1
　
3
　
1
　
7

0

3
　
　
1

77．阻

13．80

41．1

SC OBC

1998－99　1998－99

56．00　　　　50．7

61．80　　　　65．2

74．2　　　　76．8

72ユ　　　　62．00

37．7　　　　34．9

36．00　　　　44．9

17．0　　　　15．6

一般

1998－99

47．6

72．1

80．0

59．00

31．4

48．9

18．30
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会
的
サ
ー
ビ
ス
を
、
S
C
が
使
用
す
る
の
を
禁
止
す
る
こ
と
を
含

む
（
表
1
4
）
。
不
可
触
民
別
の
慣
行
と
社
会
的
差
別
は
依
然
と
し

て
非
常
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年

ま
で
の
一
六
年
間
に
、
総
計
四
一
万
五
〇
〇
件
余
の
犯
罪
お
よ
び

残
虐
行
為
が
S
C
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
年
平
均
二

万
六
〇
〇
〇
件
弱
の
一
般
犯
罪
と
残
虐
行
為
が
一
九
八
一
年
～
二

〇
〇
〇
年
の
間
に
S
C
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
の
残

虐
行
為
と
暴
力
の
内
訳
を
見
る
と
、
四
人
六
件
の
殺
人
、
三
二
九

八
件
の
重
傷
害
、
一
〇
三
四
件
の
レ
イ
プ
、
二
六
〇
件
の
放
火
、

そ
れ
に
一
万
八
六
六
四
件
の
そ
の
他
の
犯
罪
（
訳
註
‥
P
O
A
下

の
犯
罪
含
む
）
に
な
る
。

＊
訳
註
‥
表
1

4
で
は
、
一
九
八
七
、
八
八
年
、
九
三
、
九
四
年
の

四
年
間
の
件
数
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
一
六
年
間
と
な
る
。

経
済
的
差
別
と
排
除
の
証
拠

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
示
し
た
の
は
、
S
C
と
一
般

の
世
帯
と
の
間
の
資
本
資
産
の
所
有
、
雇
用
、
教
育
そ
し
て
健
康

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
不
均
衡
で
あ
る
。
資
本
資
産

の
所
有
に
は
い
く
ら
か
改
善
が
あ
っ
た
が
、
な
お
S
C
世
帯
の
大

部
分
は
賃
労
働
と
い
う
伝
統
的
職
業
に
依
存
し
続
け
て
い
る
。
ど

の
程
度
ま
で
、
不
均
衡
や
伝
統
的
職
業
へ
の
隔
離
が
過
去
の
排
除

の
遺
産
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
程
度
ま
で
、
そ
れ
が
市
場
や

指定カーストに対する犯罪と残虐行為1981－2000（件数）

レイプ　放火　その他　POA下の犯罪　　稔計

14318　　28636

15054　　30108

14949　　29898

15987　　31974

15373　　30746

15416　　30832

13925　　31433

9620　　30023

7831　25338

25638

5084　　25093

5078　　23742

604　1295　10434

635　1035　11441

640　　993　11朝一0

692　　973　12327

700　　980　11824

727　1002　11715

830　　51　12080

885　　599　13908

784　　602　13944

849　　406　19592

僻
腰
慧
胞
1

36
7
購
16
3
。
1
6
。
1
Ⅷ

重

4∈強4　　　837　　5（M llO56

4585　　　949　　464　13862

3462　　1002　　384　12149

3241　10（氾　　337　14925

3298　　1034　　260　13586

臥
4
9
3
5
1
。
郁
弧
誠
狼
弼
鰍
6
1

。
6
16
5
7
1
慧

6

　

6

0
　
Q
O

5
　
4

削
年
1
9
8
1
髄
1
9
8
3
馳
1
9
8
5
1
9

8
6
1
9
8
9
脚
1
9
9
1
1
9

9
2
1
9
9
5
瀾
1
9
。
7
1
9

9
8
1
9
9
。
制

出典：AnnualReportsofComissionfortheScheduledCasteandTribe，De鮎

POA：PreventionofAtrocitiesAct〔訳註：残虐行為阻止法〕

非
市
場
の
取
引
き
で
の
、
あ
る
い
は
両
方
で
の
継
続
的
な
差
別
や

排
除
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
は
、
重
要
な
問
題
で

あ
る
。
経
済
的
差
別
、
特
に
市
場
で
の
排
除
や
差
別
の
問
題
は
、

イ
ン
ド
の
社
会
科
学
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
き
た
。
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経
済
的
差
別
の
性
質
や
大
き
さ
を
経
験
的
に
検
討
し
た
研
究
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
証
拠
は
限
定
的
だ
が
、
労
働
市
場
や
他
の
要
素

の
市
場
で
は
指
定
カ
ー
ス
ト
に
対
す
る
差
別
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
研
究
が
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
土
地
所
有
が
非
常

に
少
な
い
こ
と
は
、
資
力
的
立
場
が
弱
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
だ

け
で
は
な
く
て
ま
た
、
農
地
の
購
入
や
賃
借
へ
の
S
C
の
ア
ク
セ

ス
を
減
ら
す
土
地
市
場
の
差
別
的
作
用
に
基
づ
く
も
の
で
も
あ
る

（
ナ
ン
チ
ャ
リ
ア
N
a
n
c
h
a
r
i
a
h
、
一
九
八
九
）
。
研
究
は
ま
た
、
労
働

市
場
の
差
別
的
作
用
が
、
S
C
労
働
者
の
雇
用
率
や
賃
金
所
得
の

低
さ
を
説
明
し
う
る
と
い
う
証
拠
を
提
出
し
て
い
る
。
バ
ナ
ジ
ー

お
よ
び
ナ
イ
ト
B
a
n
e
r
g
e
e
 
a
n
d
K
ロ
i
g
h
t
（
一
九
九
一
）
　
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
「
実
際
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
差
別
、

特
に
仕
事
の
差
別
は
存
在
す
る
」
し
、
ま
た
「
不
可
触
民
は
支
払

い
の
少
な
い
将
来
性
の
な
い
仕
事
で
不
釣
合
い
に
代
表
さ
れ
て
い

て
、
差
別
は
伝
統
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
少
な
く
と
も
部
分
的

に
作
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
。
差
別
は
も
は
や
実
行
さ
れ
て

い
な
い
と
し
て
も
、
過
去
の
差
別
の
結
果
は
現
在
に
ま
で
持
ち
越

さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
新
規
募
集
が
形
式
的
な
手

続
を
伴
う
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
に
お
い
て
で
は
な
く
、
新
規

募
集
で
請
負
が
よ
り
重
要
に
な
る
職
工
の
仕
事
に
お
い
て
、
な
ぜ

差
別
が
非
常
に
大
き
い
か
と
い
う
こ
と
の
説
明
を
助
け
る
で
あ
ろ

う
。
恵
ま
れ
た
カ
ー
ス
ト
の
た
め
に
制
度
が
果
た
す
経
済
的
役
割

の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
、
か
れ
ら
が
差
別
を
好
む
の
は
意
識
的
あ

る
い
は
無
意
識
的
に
、
経
済
的
利
益
に
基
づ
く
の
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
だ
か
ら
偏
見
の
一
掃
を
さ
ら
に
難
し
く
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
研
究
は
ま
た
、
土
地
や
労
働
の
市
場
の
ほ
か
に
、

職
業
や
信
用
貸
付
や
他
の
市
場
取
引
き
で
の
差
別
を
見
出
し
た
。

ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
の
研
究
（
ヴ
ュ
ン
ケ
テ
ス
ワ
ー
ル

く
e
ロ
k
e
t
e
s
w
a
r
F
、
一
九
九
〇
）
　
は
、
職
業
の
変
更
で
社
会
的
オ
ス

ト
ラ
シ
ズ
ム
　
（
訳
註
‥
制
裁
）
　
が
S
C
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
こ

と
を
述
べ
た
。
カ
ル
ナ
タ
カ
で
は
、
カ
ー
ン
K
h
a
n
（
一
九
九
五
）
が
、

回
答
者
の
約
八
五
％
が
そ
の
伝
統
的
職
業
を
続
け
、
一
五
％
■
だ
け

し
か
仕
事
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
都
市
部
で
は
、
五
六
％
が
伝
統
的
職
業
か
ら

の
転
職
を
経
験
し
て
い
た
。
オ
リ
ッ
サ
の
研
究
（
ト
リ
パ
テ
ィ

T
r
i
p
a
t
h
y
、
一
九
九
四
）
は
、
農
村
部
で
の
土
地
の
賃
貸
借
契
約
、

信
用
貸
付
お
よ
び
労
働
市
場
で
の
差
別
を
記
述
し
た
。
あ
る
村
の

不
可
触
民
の
回
答
者
の
約
九
六
％
と
二
番
目
の
村
の
す
べ
て
の
不

可
触
民
の
回
答
者
は
、
賃
金
の
支
払
い
に
お
い
て
差
別
さ
れ
た
。

あ
る
村
の
二
八
％
と
他
の
村
の
二
〇
％
が
賃
借
料
の
負
担
で
差
別

に
直
面
し
た
。
そ
し
て
、
金
貸
し
業
者
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
利
息

の
差
別
が
両
方
の
村
で
見
出
さ
れ
た
。
コ
イ
ン
バ
ト
ー
ル
の
研
究

（
ハ
リ
ス
・
カ
ナ
ン
お
よ
び
ロ
ジ
ャ
ー
H
a
r
r
i
s
s
K
a
n
n
a
n
a
n
d

部落解放研究N山612004．12
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R
O
d
g
e
r
、
一
九
九
〇
）
は
、
カ
ー
ス
ト
の
コ
ネ
が
情
報
源
や
最
初

の
仕
事
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
手
段
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
る

と
述
べ
た
（
表
1
5
～
表
1

8
を
も
参
照
）
。

＊
訳
註
‥
コ
イ
ン
バ
ト
ー
ル
（
C
O
i
n
b
a
t
O
r
e
）
＝
タ
ミ
ー
ル
・
ナ

ド
ゥ
州
の
県
。

ど
の
よ
う
に
力
－
ス
ト
は
変
化
し
て
き
た
か
？

カ
ー
ス
ト
制
度
は
い
か
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
の
か
。
そ
し

て
何
が
カ
ー
ス
ト
経
済
の
継
続
性
と
変
化
を
決
定
す
る
の
か
。
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
に
よ
る
理
論
的
文
献
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
力
学
の

な
か
に
含
ま
れ
る
三
つ
の
要
素
を
強
調
し
た
。
カ
ー
ス
ト
制
度
の

変
化
は
、
社
会
的
コ
ス
ト
（
社
会
的
隔
離
・
身
分
に
つ
い
て
）
、
経

済
的
コ
ス
ト
（
取
引
き
と
制
度
実
施
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
）
、
経
済

的
収
益
（
制
度
実
施
者
へ
の
利
益
と
剰
余
割
当
て
に
つ
い
て
）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、

ど
の
程
度
ま
で
人
権
と
平
等
に
つ
い
て
の
近
代
的
観
念
が
カ
ー
ス

ト
制
度
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
を
支
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
矛

盾
す
る
か
に
よ
っ
て
、
影
響
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
カ
ー
ス
ト

制
度
の
変
化
が
、
低
い
社
会
的
、
経
済
的
コ
ス
ト
と
高
い
経
済
的

収
益
と
を
伴
う
な
ら
ば
、
そ
し
て
ま
た
、
も
し
平
等
と
正
義
に
基

づ
く
近
代
的
人
権
概
念
の
承
認
、
追
求
が
支
配
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
と
き
に
は
、
変
化
へ
の
衝
動
と
形
勢
は
ず
っ
と
強
力
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
も
し
、
も
う
ひ
と
つ
の
選
択
肢
の
ル
ー
ル
が
、

高
い
社
会
的
経
済
的
コ
ス
ト
を
伴
い
、
高
位
カ
ー
ス
ト
に
よ
り
少

な
い
経
済
的
収
益
し
か
も
た
ら
さ
な
い
な
ら
ば
、
ま
た
正
義
と
平

等
に
基
づ
く
人
権
に
つ
い
て
の
近
代
的
観
念
の
承
認
、
追
求
が
弱

い
な
ら
、
伝
統
的
な
ル
ー
ル
が
存
続
す
る
か
あ
る
い
は
変
化
は
部

分
的
で
あ
ろ
う
。

カ
ー
ス
ト
経
済
は
変
化
を
経
験
し
て
き
た
が
、
し
か
し
同
時
に

そ
の
伝
統
的
局
面
の
い
く
つ
か
に
お
い
て
は
継
続
性
が
あ
る
。
経

験
的
な
証
拠
が
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
農
村
部
と
都
市
部
の
S
C
世

帯
の
約
三
分
の
一
が
、
彼
ら
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
土
地
お
よ
び
土

地
以
外
の
資
本
資
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
獲
得
し
た
。
都
市
部
で
は

約
三
八
％
が
正
規
の
・
給
与
を
も
ら
う
仕
事
で
も
雇
用
さ
れ
た
。

識
字
率
は
一
九
六
一
年
の
一
〇
％
か
ら
九
一
年
の
三
七
％
ま
で
三

倍
に
改
善
し
た
。
こ
の
小
さ
な
成
果
は
、
資
本
資
産
の
所
有
や
教

育
に
お
い
て
S
C
が
伝
統
的
に
制
限
を
受
け
て
い
た
、
と
い
う
背

景
の
な
か
で
見
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
や
そ
の
他
の
改
善
の

累
積
的
な
影
響
は
、
農
村
部
に
お
い
て
、
一
九
八
三
～
八
四
年
の

五
九
％
か
ら
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
の
三
五
％
ま
で
貧
困
が
減

少
し
た
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら
と
イ
ン
ド
社
会
の

他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
の
間
の
不
均
衡
は
、
か
れ
ら
が
開
発
指
標
の

数
字
に
関
し
て
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。
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表15　不可触民制の慣行－アンドラ・プラデシュ（全回答者に対する％）

項目　　　　　　　　　　　　　　　　非常に　頻繁　あまり頻　めったに
頻繁　　　　　　繁でない　ない

1．寺院に入ることを禁止　　　　　　　　　30．30　25，76　10－10　　20・20

2．公衆の利用する場所でカーストヒンドゥ　22．22　28．79　25．76　　似－55

の中に座ることへの反対

3．カーストヒンドゥの家屋に入ることへの反対23．23　30．罰　25．25　　06．胱

4．カースト・ヒンドゥの住む所で結婚の行列

をすることへの反対

5．公衆の利用する井戸や水栓から水を取り出

すことへの反対

6
7
8
9
1

0
1
1
12
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2

カースト・ヒンドゥによる殴打

撃
奪
拐

襲
略
誘

ハリジャン女性への侮辱

拷問

殺害の試み

より高い賃金の要求への拒絶

転職への抗議

土地を占拠しようとする試み

選挙権行使の阻止

政治活動への参加の阻止

23．23　29．80　2222　　　04．84

19．19

12．12

14．14

13．64

05．05

27．27

11．11

05．56

24．75

16．67

28．28

25．25

23．74

彼らの侯補者に投票しないことに対する脅迫29．29

選挙での立候補にたいする脅迫

誕生に奉仕を強制

結婚に奉仕を強制

死去に奉仕を強制

12．63

15．15

15．15

16．16

刀2
2

Q
O胤

80
7
7
2
5
．7
7
16
3
5
ほ
6
1
6
6
2
3
詔
6
6
0
0
2
5
紀
2
9
3
5

2
9
．
2
6
．
2
5
．
2
6
．
1

6
．
3
5
．
1

8
．
1〇
．
1
5
．
2
3
．
2
1
．
1
5
．
扮
2
5
．
3
1
．
2
9
．
3
5
．

稚
罰
2
6
0
0
3
1
1
7
1
4
7
1
摺
73
柑
6
7
3
5
7
9
乃
2
0
19

2
5
．
2
3
2
6
脱
3
1
．
1
7
．
1
4
．
犯
2
7
2
2
．
1

8
．
1
6
．
3
5
．
狙
2
1
．
2
〇
．
1

9
．

出典二Vankateswarlu，D（19咲））“Harijan－UpperClassConnict”

表16　社会的差別：オリッサ
Kesharpur村

（A）村で公衆の利用する井戸や公衆の利用する
手押しポンプからの水を禁止されているか

（B）同様な地位を享受しているか

（a）村の祝祭

（b）非ハリジャンとの結婚

（C）村の集会とその決定過程

（d）喫茶店で飲食すること

（e）食料店で食料を得ること

（f）村の寺院での礼拝

（g）散髪屋の仕事

（h）洗濯屋の仕事奉公

（l）牛飼いの仕事

（j）司祭の仕事（結婚・死亡・祝祭の場合）

（C）以下のところで差別されるか（複数回答可）

（a）学校

（b）病院

（C）運輸サービス

（d村芝居

（e）村の祭り

07．58

鵬
1
2
u
1
0
1
4
2
0
u
15
1
9
1
0
1
1
1
4
鵬
15
0
7
1
7
1
4

なし　　　総計

13，64　　　100．0

18．69　　100．0

15．15　　1（氾．0

20．71　　100．0

32．32　　1（氾．0

．04　　　28．28　　100．0

．12　　　23．23　　100．0

．62　　　2323　　100．0

．61　　48．48　　1（氾．0

．14　　11．11　　1（氾．0

20　　16．16　　100．0

．11　　51．01　　1（氾．0

．66　　　28．28　　1（札0

．70　　　20．20　　100．0

．10　　15．66　　1（敗0

．62　　　23．23　　100．0

．65　　　29．29　　100．0

．57　　19．19　　1（氾0

，66　　17．68　　1（氾．0

．58　　　23．74　　1（氾．0

．17　　18．18　　1（札0

．14　　15．15　　1（氾．0

Jari村

はい　　回答者総数　　　　はい　　回答者稔数

12　　　　　15　　　　　　　　35　　　　　50

一

3

3

　

【

一

3

一

一

3

1

2

1
2

出典：Tripathy．RB．（19fX））“Dalits：ASub－HumanS∝iety

部落解放研究NG1612004．12

5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5
　
5

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

ヽ

⊥

　

l

 

l

 

l

5
　
5
　
5
　
5
　
5

1

　

1

　

1

　

1

　

1

一
1
7
1
0
15
一

W
　
2
3
∽
3
7

馳
5
0
馳
5
0
細
別
〓
到
研
〓
州
別
…
＋
舗
50
5
0
50
5
0
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Jari村
はい　　回答者総数

48　　　　　50

14　　　　　50

50

15　　　　　50

表17　経済的差別、オリッサ

以下の場合に差別されるか（複数回答可）　　　　Kesharpur村
はい　　回答者稔数

15　　　　　15

3　　　　　15

15

12　　　　　15

（a）賃金率

（b）賃貸鋤べらの賃借

（C）稲の貸付の場合の利息

（d）金貸しからの利息

出典‥Tripathy，RB．（195X））‘‘Dalits：ASubpHumanSα二iety

表18　オリッサ、1987－88

もし高位カーストの差別に抗議したら、高位カーストはどんな手段をとりそうか（複数回答可）

回答者総数
50

50

帥
榊
帥

れ
勤
2
1
1
6
柑
5
0

（a）労働者として雇ってくれなくなる

（b）店から食べ物や食料品を買うことを阻止

（c）借用施設をひきあげ

（d）公衆用の井戸・tube井戸の使用を阻止

（e）残虐行為を犯す（放火・レイプ・殺人・暴力）

出典‥Tripathy，RB．（19SX））‘‘Dahts：ASub－HumanSKiety

固
定
資
本

資
産
へ
の

S
C
の
ア

ク
セ
ス
は

な
お
非
常

に
低
く
、

そ
　
の
　
結

果
、
大
多

数
は
雇
用

に
つ
い
て

伝
統
的
な

職
業
す
な

わ
ち
賃
労

働
に
依
存

し
　
て
　
い

る
。
だ
が

雇
用
率
と

賃
金
所
得

は
、
彼
ら

が
労
働
市

場
で
差
別

に
直
面
し

て
い
る
の
で
、
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
比
較
す
る
と
低
い
。
同
じ
よ

う
な
大
き
さ
の
不
均
衡
は
、
教
育
や
健
康
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
場
合
に
観
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
収
奪
の
累
積
的
な
影

響
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
か
れ
ら
の
貧
困
水
準
は
改
善
し

た
け
れ
ど
も
、
か
れ
ら
と
他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
す
な
わ
ち
非
S
C
・

S
T
）
　
と
の
格
差
は
依
然
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
S
C
と
こ
の

一
般
と
の
貧
困
の
不
均
衡
を
減
じ
る
た
め
に
、
S
C
の
貧
困
を
一

般
よ
り
も
早
い
割
合
で
減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
八
三

年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
の
間
に
、
S
C
の
貧
困
は
一
般
　
（
マ
イ
ナ
ス

三
・
〇
二
％
）
　
と
比
較
し
て
、
年
毎
に
よ
り
低
い
割
合
　
（
マ
イ
ナ

ス
二
・
五
〇
％
）
　
で
減
少
し
た
の
で
あ
っ
た
　
（
デ
ゥ
ビ
お
よ
び
デ
・

ハ
ー
ン
D
u
b
e
y
a
n
d
d
e
H
a
n
ロ
に
よ
る
予
備
的
計
算
、
D
F
I
D
、
二

〇
〇
三
）
。第

l
ニ
部
　
政
府
の
戦
略

S
C
に
対
す
る
政
府
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
主
と
し
て
憲
法
の
条
項

か
ら
出
て
く
る
。
憲
法
は
、
法
の
前
の
平
等
を
保
障
し
（
第
一
四
条
）

（
カ
ー
ス
ト
制
度
の
慣
習
的
支
配
を
転
覆
）
、
S
C
の
教
育
的
経
済
的

利
益
を
促
進
し
、
彼
ら
を
社
会
的
な
不
正
義
や
す
べ
て
の
形
態
の

搾
取
か
ら
保
護
す
る
規
定
を
設
け
　
（
第
四
六
条
）
、
政
府
の
公
務

に
お
け
る
留
保
や
民
主
的
政
治
制
度
に
お
け
る
議
序
の
留
保
を
通
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じ
美
特
別
措
置
を
規
定
す
る
　
（
第
三
三
〇
条
、
第
三
三
五
条
）
。
そ

れ
は
不
可
触
民
制
の
慣
行
と
不
可
触
民
利
か
ら
生
じ
る
差
別
を
法

的
に
廃
止
し
た
　
（
第
一
七
条
）
。
最
後
に
そ
れ
は
年
一
回
を
原
則

に
S
C
の
社
会
的
経
済
的
発
展
を
調
査
し
監
視
す
る
た
め
、
常
設

機
関
の
確
立
を
規
定
し
て
い
る
。

一
般
的
に
S
C
に
対
す
る
政
府
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
戟
略
は
二
つ

の
主
要
な
理
由
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
　
（
a
）

過
去
に
お
け
る
排
除
か
ら
受
け
継
が
れ
た
多
様
な
S
C
収
奪
を
克

服
し
、
そ
し
て
可
能
な
限
り
そ
れ
以
外
の
一
般
の
人
び
と
と
同
等

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
　
（
b
）
　
国
の
一
般
的
な
社
会
的
経
済
的
政

治
的
過
程
へ
の
か
れ
ら
の
効
果
的
な
参
加
を
奨
励
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
在
続
い
て
い
る
排
除
や
差
別
に
対
抗
し
て
保
護
を
与
え

る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
政
府
は
二
重
の
戟
略
を

用
い
て
き
た
。
す
な
わ
ち
　
（
a
）
　
反
差
別
的
あ
る
い
は
保
護
的
な

措
置
、
そ
し
て
　
（
b
）
　
開
発
的
で
エ
ン
パ
ワ
ー
的
な
措
置
、
で
あ

る
。反

差
別
的
な
諸
措
置

反
差
別
的
な
諸
措
置
に
は
、
一
九
五
五
年
の
反
不
可
触
民
制
法

の
制
定
　
（
市
民
権
保
護
法
と
改
称
さ
れ
た
）
、
お
よ
び
不
可
触
民
制

の
慣
行
並
び
に
公
衆
の
利
用
す
る
場
所
や
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
差

別
が
犯
罪
と
し
て
扱
わ
れ
る
、
一
九
八
九
年
の
S
C
・
S
T
　
（
残

虐
行
為
阻
止
）
　
法
が
含
ま
れ
る
。
第
二
番
目
の
法
律
は
高
位
カ
ー

ス
ト
に
よ
る
暴
力
と
残
虐
行
為
に
対
し
て
S
C
に
法
的
な
保
護
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
。

政
府
の
公
務
、
国
営
お
よ
び
国
の
支
援
す
る
教
育
制
度
、
そ
れ

に
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
民
主
的
機
関
に
お
け
る
留
保
（
積
極
的
是

正
措
置
政
策
）
　
も
ま
た
、
反
差
別
的
で
保
護
的
な
措
置
に
該
当
す

る
。
こ
れ
ら
の
「
積
極
的
差
別
（
p
O
S
i
t
i
く
e
 
d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
O
n
）
」

措
置
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
的
領
域
で
の
S
C
の
比
例
的
参
加
を
確

保
す
る
た
め
に
政
府
が
用
い
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ

ば
排
除
と
差
別
に
よ
り
、
参
加
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
戦
略

積
極
的
是
正
措
置
の
政
策
は
、
国
営
並
び
に
国
の
支
援
す
る
セ

ク
タ
ー
に
限
定
さ
れ
、
S
C
労
働
者
の
九
〇
％
以
上
が
従
事
す
る

私
的
セ
ク
タ
ー
で
は
ま
っ
た
く
排
除
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に

差
別
か
ら
保
護
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
私
的
セ
ク
タ
ー
で
は
積

極
的
是
正
措
置
政
策
の
　
（
法
的
）
　
規
定
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
国

は
S
C
の
経
済
的
教
育
的
社
会
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の

「
一
般
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
用
い
て
き
た
。
焦
点
に
な
っ
た
の
は
、

固
定
資
本
資
産
の
私
的
所
有
、
人
的
資
源
能
力
、
そ
し
て
住
宅
や

健
康
や
飲
料
水
や
電
気
な
ど
の
よ
う
な
社
会
的
基
本
的
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
S
C
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
本
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資
産
の
私
的
所
有
や
人
的
資
源
能
力
を
改
善
あ
る
い
は
構
築
す
る

た
め
の
戦
略
は
、
主
と
し
て
貧
し
い
人
び
と
の
た
め
の
反
貧
困
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
そ
の
他
の
経
済
的
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
し

て
計
画
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
分
割
可
能
な
計
画
の
場
合
に
は
、

S
C
世
帯
に
狙
い
を
し
ぼ
っ
た
、
あ
る
い
は
固
定
的
な
特
定
割
当

て
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
央
政
府
の
資
金
総
額

の
約
三
分
の
一
は
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
割
当
て
ら
れ
て

お
り
、
教
育
に
対
し
て
は
約
半
分
が
、
そ
し
て
住
宅
の
よ
う
な
社

会
サ
ー
ビ
ス
に
は
残
り
の
五
分
の
一
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。
経

済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
措
置
は
、
以
下
の
も
の
を
含
む
。

－
資
本
資
産
の
所
有
を
改
善
す
る
こ
と
、
S
C
の
人
び
と
が
自

営
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
企
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
能
力
と
技
能
を
高
め
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後

に
労
働
世
帯
に
賃
雇
用
を
与
え
る
こ
と
、

－
農
村
部
で
、
S
C
世
帯
に
、
低
利
の
貸
付
や
資
財
の
貸
与
を

行
う
と
い
う
補
助
的
計
画
を
用
い
て
、
土
地
の
な
い
世
帯
に
最
高

限
度
か
ら
の
余
剰
地
と
政
府
の
土
地
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
、

＊
訳
註
‥
最
高
限
度
か
ら
の
余
剰
地
＝
イ
ン
ド
で
は
中
央
政
府
の

指
針
に
基
づ
き
、
ほ
ぼ
全
部
の
州
で
「
土
地
所
有
上
限
法
」
が
制

定
さ
れ
て
お
り
、
土
地
所
有
の
上
限
を
設
定
し
そ
の
余
剰
地
を
買

上
げ
て
再
配
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
有

効
に
機
能
し
て
い
な
い
。

一
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
企
て
あ
る
い
は
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
改

善
す
る
た
め
に
金
融
資
本
、
訓
練
お
よ
び
情
報
を
与
え
る
計
画
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
。
給
合
的
農
村
開
発
計
画
　
（
I
R
D
P
）
　
は
、

認
定
さ
れ
た
農
村
の
貧
困
家
庭
が
信
用
貸
付
に
よ
る
生
産
的
資
産

の
獲
得
を
通
じ
て
、
そ
の
所
得
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
最
も
初
期
の
自
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

－
特
に
収
穫
の
少
な
い
季
節
に
、
最
小
限
の
雇
用
を
確
保
す
る

た
め
、
賃
労
働
世
帯
に
焦
点
を
あ
て
た
賃
雇
用
－
S
C
は
国
内
の

債
務
奴
隷
的
労
働
の
約
六
一
％
を
構
成
す
る
。
束
縛
さ
れ
た
労
働

者
を
解
放
し
、
社
会
復
帰
さ
せ
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
政
府
に

よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。

－
た
と
え
ば
清
掃
人
、
鉱
山
労
働
者
、
ピ
ー
デ
ィ
労
働
者
の
よ

う
な
い
く
つ
か
の
職
業
的
集
団
に
つ
い
て
は
、
教
育
や
健
康
や
住

宅
に
関
す
る
特
別
計
画
も
あ
る
。

＊
訳
註
‥
ピ
ー
デ
ィ
　
（
B
e
d
i
）
　
は
地
元
で
生
産
さ
れ
る
タ
バ
コ
の

こ
と
。
B
e
d
i
は
、
b
i
d
i
と
も
綴
る
が
、
公
的
文
書
で
は
b
e
e
d
i
と

表
現
さ
れ
る
。
ピ
ー
デ
ィ
労
働
者
は
イ
ン
ド
で
約
四
四
〇
万
人
。

最
も
搾
取
さ
れ
る
集
団
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
仕
事
は
マ
ッ
チ
や
花

火
の
製
造
な
ど
と
と
も
に
危
険
で
あ
る
。

教
育
的
開
発
は
政
府
の
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
　
（
S

C
に
対
す
る
中
央
政
府
の
支
出
の
約
半
分
）
。
S
C
の
主
要
な
教
育

問
題
は
、
識
字
率
の
低
さ
、
小
中
高
の
学
校
や
そ
れ
よ
り
高
学
年
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で
の
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
率
の
高
さ
、
質
の
低
い
教
育
、
そ
し
て
教

育
機
関
に
お
け
る
入
学
を
含
む
差
別
と
排
除
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
政
府
の
教
育
計
画
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
含

む
。
（
a
）
　
特
に
S
C
が
人
口
の
大
多
数
を
占
め
る
地
域
で
教
育

的
基
盤
を
改
善
す
る
こ
と
、
（
b
）
　
留
保
枠
や
そ
の
他
の
措
置
を

通
じ
て
の
教
育
機
関
へ
の
入
学
、
（
C
）
　
国
家
的
な
ら
び
に
国
際

的
な
奨
学
金
・
研
究
奨
学
金
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
レ
ベ
ル
で

の
財
政
支
援
、
（
d
）
　
教
育
の
質
と
能
力
を
改
善
す
る
た
め
の
補

習
的
指
導
、
（
2
）
　
少
年
や
少
女
の
た
め
の
特
別
の
寄
宿
舎
、
そ

し
て
　
（
f
）
　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
計
画
に
お
い
て
少
女
の
教
育
に
特

別
な
焦
点
を
当
て
る
こ
と
。

政
府
は
ま
た
、
飲
料
水
や
住
居
や
衛
生
や
電
気
や
道
路
や
食
料

の
公
的
配
給
の
よ
う
な
市
民
の
快
適
性
に
対
す
る
S
C
の
ア
ク
セ

ス
を
改
善
す
る
計
画
を
展
開
し
て
き
た
。
農
村
部
に
お
け
る
S
C

の
村
落
は
た
い
て
い
隔
離
さ
れ
て
い
る
の
で
、
し
ば
し
ば
こ
の
市

民
的
快
適
設
備
は
か
れ
ら
の
住
む
と
こ
ろ
に
ま
で
到
達
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
快
適
設
備
の
供
給
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
特
別

援
助
が
　
（
S
C
の
た
め
の
特
別
部
分
計
画
へ
の
特
別
補
助
金
の
も
と

で
）
、
州
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

S
C
の
女
性
が
直
面
す
る
諸
問
題
は
、
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

特
別
の
位
置
を
占
め
る
。
S
C
　
（
ダ
リ
ッ
ト
）
　
の
女
性
は
、
高
位

カ
ー
ス
ト
の
女
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
と
い
う
共
通
の
諸
問
題
を

分
か
ち
持
つ
一
方
で
、
ま
た
彼
女
ら
に
特
有
の
諸
問
題
に
も
苦
し

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
識
字
率
や
教
育
レ
ベ
ル
の
極
端
な
低
さ
、

賃
雇
用
へ
の
過
度
の
依
存
、
雇
用
や
賃
金
に
お
け
る
差
別
、
未
熟

練
の
低
賃
金
で
と
き
に
は
危
険
な
肉
体
労
働
へ
の
過
度
の
集
中
、

暴
力
や
性
的
搾
取
、
特
に
宗
教
的
社
会
的
な
迷
信
の
犠
牲
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
　
（
デ
ー
ヴ
ア
ダ
ー
シ
ー
お
よ
び
類
似
の
宗
教
的
売
春

制
度
）
。
そ
れ
ゆ
え
に
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
教
育
的
開

発
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
問
題
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
各
々
に
お
い

て
、
特
別
の
焦
点
が
S
C
の
女
性
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
S
C
女

性
の
特
有
の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
特
別
立
法
が
制
定
さ
れ
、

諸
計
画
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

＊
訳
註
‥
デ
ー
ヴ
ア
ダ
ー
シ
ー
（
d
e
v
a
d
a
s
i
）
‥
神
の
女
召
使
の

意
。
デ
ー
ヴ
ア
ダ
ー
シ
一
利
度
は
宗
教
的
な
形
を
と
っ
た
性
的
奴

隷
の
制
度
。
論
文
と
し
て
、
粟
屋
利
江
「
デ
ー
ヴ
ア
ダ
ー
ス
ィ
ー

〔
神
の
嫁
女
〕
　
と
司
法
」
　
（
小
谷
注
之
編
　
『
叢
書
　
カ
ー
ス
ト
制
度

と
被
差
別
民
　
第
二
巻
　
西
欧
近
代
と
の
出
会
い
』
明
石
書
店
、

一
九
九
四
年
）
、
参
照
。

実
行
と
監
視
の
た
め
の
行
政
機
構

S
C
の
た
め
に
、
精
巧
な
行
政
機
構
が
中
央
お
よ
び
州
・
連
邦

直
轄
領
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
中
央
で
結
節
点
と
な
る
省
は
　
「
社

会
正
義
お
よ
び
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
省
」
　
で
あ
っ
て
、
そ
こ
は
他
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の
連
邦
諸
省
、
州
政
府
・
連
邦
直
轄
領
お
よ
び
N
G
O
の
努
力
を

支
援
し
か
つ
財
政
的
に
補
助
す
る
。
こ
の
省
は
中
央
政
府
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
政
策
立
案
、
監
視
お
よ
び
評
価
の
作
業
を
委
ね
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
主
に
各
州
を
通
じ
て
遂
行
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
省
は
、
計
画
省
の
な
か
の
計
画
委
員
会
と
緊
密
に
活
動

し
て
、
S
C
の
た
め
の
特
別
部
分
計
画
を
定
式
化
し
た
り
、
計
画

委
員
会
の
な
か
の
　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
組
織
」
を
通
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
評
価
し
た
り
す
る
。
中
央
に
お
い
て
は
大
部
分
の
省
に
は

S
C
の
特
別
計
画
を
担
当
す
る
部
あ
る
い
は
局
が
あ
る
。
こ
の
省

は
ま
た
、
研
究
や
評
価
を
引
き
受
け
る
研
究
お
よ
び
訓
練
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
進
行
中
の

諸
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
評
価
し
、
効
果
を
研
究
し
て
、
そ
の
実
行
を
改

善
す
る
こ
と
で
あ
る
。

法
律
や
計
画
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に
、
監
督
し
、
監
視
し

そ
し
て
提
案
す
る
そ
の
他
の
重
要
な
独
立
行
政
機
関
は
、
S
C
お

よ
び
S
T
の
全
国
委
員
会
、
手
作
業
に
よ
る
糞
尿
処
理
人
委
員
会
、

そ
れ
に
議
会
の
S
C
お
よ
び
S
T
に
関
す
る
常
設
委
員
会
で
あ

る
。
S
C
・
S
T
全
国
委
員
会
は
、
S
C
の
開
発
を
監
督
し
、
一

九
五
〇
年
の
初
め
か
ら
毎
年
議
会
で
議
論
さ
れ
る
S
C
の
発
展
に

つ
い
て
の
年
次
レ
ポ
ー
ト
を
準
備
す
る
法
定
機
関
で
あ
る
。

同
様
の
行
政
機
構
は
、
ま
た
州
レ
ベ
ル
で
も
存
在
す
る
。
も
っ

と
も
州
に
よ
り
か
な
り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
け
れ
ど
も
。

一
般
に
、
た
い
て
い
の
州
は
S
C
に
関
す
る
独
立
の
省
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
役
割
は
、
政
策
を
定
式
化
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
、

監
視
、
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
般
的
に
特
別

部
局
－
州
、
区
、
県
そ
し
て
多
く
の
場
合
に
は
郡
の
レ
ベ
ル
で
ー

を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
。
多
く
の
州
は
中
央
と
同
様
に
S
C
お
よ

び
S
T
に
関
す
る
委
員
会
を
持
っ
て
い
る
。

財
政
的
メ
カ
ニ
ズ
ム

あ
る
期
間
に
わ
た
っ
て
、
中
央
お
よ
び
州
の
政
府
は
S
C
の
計

画
に
関
す
る
資
金
配
分
の
具
体
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
第
四
次
計
画
　
（
一
九
七
九
～
八
〇
）
　
の
終
わ
り
ま
で
、
S
C

の
開
発
の
た
め
に
利
用
で
き
る
唯
一
の
資
金
は
、
「
後
進
諸
階
級

セ
ク
タ
ー
」
　
の
総
責
任
者
の
下
に
あ
っ
た
。
第
六
次
計
画
以
降
、

S
C
の
開
発
に
関
し
て
一
般
諸
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
配
分
と
い
う
新

し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
展
し
た
。
財
政
的
配
分
の
現
在
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
あ
る
い
は
戟
略
は
三
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
作
動
し
て

い
る
。＊

訳
註
‥
後
進
諸
階
級
（
B
C
）
は
、
S
C
（
指
定
カ
ー
ス
ト
）
、

S
T
　
（
指
定
部
族
）
　
お
よ
び
O
B
C
　
（
そ
の
他
の
後
進
諸
階
級
）

と
い
う
三
つ
の
被
差
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
成
る
概
念
で
あ
る
。

特
別
部
分
計
画
∵
」
れ
は
、
S
C
の
開
発
に
関
す
る
州
お
よ
び

中
央
諸
省
の
計
画
に
お
い
て
、
物
理
的
、
財
政
的
の
両
面
で
、
一
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般
諸
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
資
金
　
（
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
利
益
）
　
の
流
れ

を
方
向
づ
け
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
特
別
部
分
計
画
が
目
的

と
す
る
の
は
、
一
般
諸
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
諸
計
画
が
S
C
に
と

っ
て
利
益
に
な
る
開
発
と
一
体
化
す
る
こ
と
、
分
割
し
う
る
す
べ

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
資
金
を
各
セ
ク
タ
ー
の
も
と
で
定
量
化

す
る
こ
と
　
（
一
般
的
に
は
人
口
あ
る
い
は
貧
困
の
割
合
に
応
じ
て
）
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
利
益
を
受
け
る
は
ず
の
家

族
数
に
つ
い
て
、
各
セ
ク
タ
ー
の
も
と
で
具
体
的
な
目
標
を
決
定

す
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
慣
行
は
、
個
々
の

州
の
年
次
計
画
の
終
了
時
に
セ
ク
タ
ー
の
支
出
を
完
了
さ
せ
る
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
各
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
割
当
て
は
特
別
部

分
計
画
の
も
と
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
特
別
部
分
計
画
に
対
す
る

中
央
の
特
別
補
助
金
は
、
S
C
の
迅
速
な
発
展
に
付
加
的
な
推
進

力
を
求
め
る
州
の
努
力
を
補
助
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
S

C
の
家
族
の
生
産
性
と
所
得
を
高
め
、
職
業
的
多
様
性
を
も
た
ら

す
た
め
に
、
か
れ
ら
に
付
加
的
な
支
援
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

州
を
援
助
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

特
別
金
融
機
関
‥
州
の
S
C
開
発
公
社
の
主
要
な
役
割
は
、
触

発
者
、
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
お
よ
び
保
証
人
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

ょ
り
、
S
C
企
業
家
の
経
済
開
発
計
画
の
た
め
に
制
度
的
な
信
用

貸
付
を
動
員
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
社
は
二
つ
の
や
り

方
で
援
助
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
金
融
機
関
と
く

に
商
業
銀
行
が
、
S
C
を
援
助
す
る
の
に
十
分
な
規
模
で
貸
し
付

け
る
よ
う
奨
励
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
S
C
企
業
家
の
た

め
に
諸
計
画
を
一
層
実
行
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
で
あ
る
。

優
先
セ
ク
タ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
も
と
で
、
国
有
銀
行
も
ま
た
、

S
C
・
S
T
の
借
り
手
を
含
む
弱
者
部
門
に
対
し
て
前
貸
し
金
全

体
の
少
な
く
と
も
一
〇
％
を
提
供
す
る
こ
と
を
、
公
的
セ
ク
タ
ー

の
銀
行
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
銀
行
の
前
貸

し
金
に
お
い
て
S
C
・
S
T
に
高
い
優
先
順
位
を
与
え
て
い
る
。

S
C
の
政
治
的
代
表
と
市
民
社
会
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

カ
ー
ス
ト
差
別
と
不
可
触
民
制
に
対
す
る
S
C
の
社
会
的
政
治

的
組
織
の
形
を
と
っ
た
市
民
社
会
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
一
九

三
〇
年
代
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
、
地
域
的
に

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
や
ケ
ラ
ラ
の
よ
う
な
州
、
ま
た
他
の
州
の
孤
立

し
た
小
地
区
に
集
中
さ
れ
て
き
た
。
国
の
政
治
や
統
治
に
お
い
て

現
在
S
C
が
政
治
的
に
参
加
し
て
い
る
諸
規
定
に
導
い
た
の
は
、

一
九
三
〇
年
代
の
S
C
の
こ
の
よ
う
な
市
民
社
会
的
努
力
で
あ

る
。
現
在
の
政
治
的
決
定
へ
の
S
C
の
政
治
的
代
表
と
参
加
は
、

多
く
の
方
法
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
る
。

人
口
に
比
例
し
た
連
邦
議
会
や
州
議
会
で
の
S
C
の
留
保
の
規

定
は
、
政
治
的
決
定
過
程
に
お
け
る
代
表
と
参
加
を
確
実
に
す
る

原
則
的
方
法
で
あ
る
。
現
在
連
邦
議
会
の
S
C
メ
ン
バ
ー
は
約
八

部落解放研究Nq1612004．12
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二
人
で
あ
る
。
こ
の
代
表
制
に
よ
っ
て
、
S
C
の
議
員
は
ま
た
さ

ま
ざ
ま
な
政
治
機
関
に
選
出
さ
れ
る
。
S
C
・
S
T
の
議
会
委
員

会
は
こ
の
よ
う
な
重
要
委
員
会
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
政
府
の
仕
事

で
は
留
保
を
通
じ
て
官
僚
機
構
内
で
同
様
の
割
当
て
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
州
権
力
へ
の
政
治
的
参
加
は
、
政
策
決

定
と
統
治
に
お
い
て
、
そ
れ
を
有
利
に
用
い
る
た
め
に
S
C
に
と

っ
て
決
定
的
な
地
位
を
与
え
て
き
た
。

連
邦
議
会
と
州
議
会
に
お
け
る
彼
ら
の
割
当
と
参
加
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
貧
困
層
に
関
連
し
た
そ
れ
の
決
定

や
監
視
や
実
施
に
参
加
し
て
効
果
的
な
貢
献
を
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
S
C
の
政
治
的
代
表
の
役

割
に
関
す
る
研
究
の
不
足
に
よ
っ
て
、
彼
ら
が
効
果
的
な
役
割
を

欠
い
て
い
る
理
由
を
理
解
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
例
外
的
な
研
究
　
（
G
・
ナ
ラ
ヤ
ー
ナ

N
a
r
a
y
a
n
a
一
G
、
一
九
八
〇
）
　
が
示
す
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
は
、
中

央
や
州
の
政
府
に
お
け
る
単
一
の
S
C
政
治
組
織
の
欠
如
、
あ
ま

り
に
も
多
く
の
断
片
的
な
集
団
へ
の
分
裂
、
S
C
に
関
す
る
共
通

問
題
を
め
ぐ
る
統
一
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
欠
如
、
複
雑
な
問
題
や
政

策
や
計
画
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
能
力
の
無
さ
、
そ
し
て
代
表

た
ち
が
政
治
的
決
定
に
効
果
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
か
れ
ら
の

知
識
基
盤
と
能
力
を
高
め
る
た
め
の
制
度
的
支
援
の
不
在
、
に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

政
治
的
分
野
の
ほ
か
に
、
社
会
的
組
織
や
動
員
、
N
G
O
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
多
く
の
市
民
社
会
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
あ

る
。
S
C
の
N
G
O
運
動
は
、
南
部
で
は
地
域
的
な
性
格
を
持
っ

て
い
て
、
三
〇
～
四
〇
年
の
歴
史
が
あ
る
が
、
北
部
や
東
部
で
は

弱
く
、
起
こ
っ
た
の
は
最
近
で
あ
る
。
西
部
イ
ン
ド
で
は
多
く
の

点
で
北
部
や
東
部
イ
ン
ド
よ
り
も
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
最
近
、

ダ
リ
ッ
ト
人
権
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
形
で
、
ダ
リ
ソ
ト
の

N
G
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
国
連
合
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う

試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
草
の
根
レ
ベ
ル

で
活
動
し
て
い
る
ダ
リ
ッ
ト
N
G
O
の
連
合
で
あ
る
。
特
に
南
部

と
西
部
イ
ン
ド
の
ダ
リ
ッ
ト
N
G
O
は
草
の
根
レ
ベ
ル
で
か
な
り

活
動
的
で
あ
り
、
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
　
（
土
地
、
雇
用
、

賃
金
、
信
用
貸
付
、
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
教
育
）
、

政
治
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人
権
の
問

題
、
そ
の
な
か
で
も
特
に
不
可
触
民
制
と
残
虐
行
為
に
関
す
る
問

題
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
　
（
ベ
ル
ン
ワ
ル
ド
・
カ
ウ
ゼ
マ
ン
お
よ
び

ス
カ
デ
オ
・
ソ
ラ
ッ
ト
B
e
r
n
w
a
r
d
C
a
u
s
e
m
a
n
n
a
n
d
 
T
h
O
r
a
t
▼

S
u
k
h
a
d
e
O
、
二
〇
〇
一
）
。
こ
れ
ら
N
G
O
の
い
く
つ
か
は
政
府

か
ら
の
選
抜
的
支
援
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
S
C
に
よ

る
こ
の
市
民
社
会
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
多
く
は
、
問
題
に
直
面

し
て
い
る
。
草
の
根
レ
ベ
ル
の
知
識
と
感
受
性
は
彼
ら
の
強
み
で

あ
る
が
、
他
方
、
彼
ら
は
情
報
や
活
動
方
法
、
資
源
、
よ
り
大
き
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